
編集・発行　大泉町立図書館
指定管理者： 株式会社ヴィアックス

〒370-0516
　群馬県邑楽郡大泉町中央三丁目11番21号

ホームページ　https://www.oizumi.library.ne.jp/ 電話  0276-63-6399 FAX  0276-63-0717

ヴィアックス大泉町図書館 第171号（令和7年5月発行）

としょかんだより
図書館の本のなかでもひときわ存在感のある「郷土資料」。

知れば知るほどおもしろいその魅力を、少しだけご紹介します。

『群馬の八木節』
（群馬県文化事業団、1982年）

歴史・楽譜・振付・歌詞など、

群馬県下の八木節の記録。

室橋裕和

『北関東の異界

エスニック国道354号線』
（新潮社、2023年）

北関東の多国籍状況ルポ。

細谷清吉ほか編

『横綱北の湖

土俵入り記念写真集』
（1997年）

昭和５５年、児島高徳公墓玉垣建立

郷土資料 = 宝物

桂木 洋二

『てんとう虫が走った日』
（グランプリ出版、1987年）

国産軽自動車の先駆け、スバル360の開発秘話。

原口 美喜子

『上毛かるた

その日本一の秘密』
（上毛新聞社、1996年）

上毛かるたの研究本。

上毛かるたについて

知るならこの一冊。

『写真にみる東武熊谷線』
（熊谷市立図書館、1993年）

熊谷～妻沼を結んだ鉄道の記録。

敷設には中島飛行機も関わりが。

左）『航空写真集 ぐんま』
（上毛新聞社 1981年）

右）『おおた風土記』
（観光事業センター、１９７６年）

左）『写真集 太田・大泉の１００年』
（あかぎ出版、2000年）

右）『太田・館林・邑楽の１００年』
（郷土出版社、2006年）

郷土資料とは…

地域の歴史、ゆかりの人物やモノ、出来事など

を知ることができる資料です。

図書館では、一般流通している本はもちろん、

各市町村史や企業の記念誌、自費出版の本、行

政資料、パンフレットなどなど、さまざまな資

料を収集・保存しています。懐かしいあれこれ、

知らずにいた地域の歴史、郷土資料で調べてみ

てください。

たとえばこんな本がありますよ！☞
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13 1410 本、DVD・CDなどのかしだしは

○土、日、祝日

９：００から１７：００まで

＊本・雑誌は 10冊まで 15日間

DVD・CDは それぞれ2点まで 15日間

かりられます

○平日（火～金）

９：００から１９：００まで

としょかんカレンダー

…祝日…休館日

イベントのおしらせ

図書館バックヤードツアー

5月28日（水）

○対象： 一般の方

○場所： 第2会議室ほか

○定員： 5人

○申込： 5月13日(火) 午前9時から

1階事務室またはお電話で

１０時30分～

ふだんは入れない閉架書庫を含め、

図書館をご案内します！

ご自身の本にブックカバーをかける

体験もできますよ！

東京三洋電機の社内報

「とうきょうさんよう」。

これは珍しいのでは。

1冊ごとに群馬県の歴史・文化・民俗・自然などを掘

り下げるシリーズ。2025年5月現在で253冊を

数えます（一部欠けあり）。迷ったらこれ。

「みやま文庫」

観光パンフレット類。

大泉町のほか、太田や高崎などのものもあります。

平田一夫 編『新聞廣告集』。明治～昭和の新聞広告をまとめたもの。

中島飛行機の工員募集の広告もありました。

図書館では、毎週「読み聞かせ会」を

開催しています。

赤ちゃんから小学生くらいまでの

お子さんがたのしめる、絵本や紙芝居の

読み聞かせです。手遊びなどもありますよ。

みなさん、どうぞ、あそびにきてください。

第1・3木曜日 15：15～

いちごいちえほん（図書館スタッフと個人ボランティアさん）

第1・3・5土曜日 14：00～

個人ボランティアさん

第2・4土曜日 14：00～

てんとう虫の会

場所 ２階 絵本コーナー

まだまだいろんなものがあります！

他所では顧みられないものでも、地域に暮らす私たちにとっては、

郷土資料は地元の情報を伝える、まさに「お宝」。ただし保存し

ているだけでは、宝の持ち腐れになりかねません。

地域のみなさんに活用してもらい、価値を見出してもらえるよう、

広報活動を含め、図書館でも方策を探っていきたいと思います。


